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北京泰德制药股份有限公司との共同研究開発契約締結に関するお知らせ 

 

当社は、北京泰德制药股份有限公司（以下 北京泰徳製薬）と当社の所有するステルス型 

ナノ粒子に関する共同研究開発契約を締結することを決議いたしましたので、下記の通り

お知らせいたします。 
 

記 

 
１．共同研究開発の概要 

現在当社が研究しているステルス型ナノ粒子は、各種薬剤を封入することが可能

な技術です。この度、中国において同技術を用いた新たな DDS 製剤の研究開発を当

社と北京泰德制药股份有限公司が共同で実施することを目的として、共同研究開発

契約を締結することを決議いたしました。本契約締結によって基礎的研究をより一

層推し進め、将来的に中国における新たな医薬品の創製を目指して参ります。 

 

 ２. 共同研究開発契約締結の日程 

  平成 22 年 11 月 29 日 取締役会決議、共同研究開発契約締結 

 

 ３. 北京泰徳製薬の概要 

商 号 北京泰德制药股份有限公司 

事 業 内 容 医薬品の開発・製造・販売 

本 店 所 在 地 中華人民共和国北京市北京経済技術開発区栄京東街８号 

設 立 年 月 日 1995 年５月 29 日 

代 表 者 董事長 謝炳 

資 本 金 500 百万元 
従 業 員 数 約 900 名 

当 社 と の 関 係 当社は北京泰徳製薬の発行済株式 11.52％を保有しております。平成

21 年３月期第１四半期まで、当社の持分法適用関連会社としており

ましたが、平成 21 年３月期第２四半期より、持分法適用関連会社か

ら除外しております。 

決 算 期 12 月 31 日 

株 主 構 成 中日友好医院 
法国投資（中国Ⅰ）集団有限公司 
中国生物製薬（北京）有限公司 
株式会社 LTT バイオファーマ 他 

  



４. 今後の見通し 

平成22年10月29日付で公表の業績予想の修正にてお知らせしました通り、下期に

見込んでおりましたライセンス等による収入20百万円の計上に相当するものである

ため、通期業績予想の変更はございません。 
尚、本研究が今後の業績に与える影響及び見通しにつきましては精査中であり、  

明らかになり次第発表させていただきます。 
 

（ご参考）ステルス型ナノ粒子の概要 

ステルス型ナノ粒子は、当社が基礎技術を確立し特許権を有する DDS 技術です。 

粒子径が 150nm（ナノメートル＝10 億分の 1 メートル）程度のステルス設計を施した

ブロックポリマーに薬物を封じ込め、これを静脈内に投与すると代謝や貪食(※)を回

避して血中に長期間滞留し、体内を循環しながら疾患部位に集積していきます。更に

疾患部位では粒子のブロックポリマーが分解し、中から薬物が放出され長期間効果を

発揮します。疾患部位だけで薬物が放出（ターゲッティング）されるため、副作用が

少なく有効性が持続するほか、薬物の放出時間も自由に設計が可能となっております。 

これらの特性を活かし、注射等により有効性の高い医薬品を用いた治療が外来投与

で可能となるなど、医療上の優位性を有するとともに患者様の QOL（生活の質）向上

に寄与する医薬品の開発が期待されます。 

また、ステルス型ナノ粒子は合成医薬品から蛋白医薬品まで幅広く封入可能である

ことから、今後の医薬品開発において様々な可能性を有する技術であると考えており

ます。 

 

※貪食 食細胞に取り込まれて消化されること。薬物も体内では異物として認識 

され代謝や貪食を受けることで薬効が失われる 

 

  【ステルス型ナノ粒子概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

薬物 
ブロックポリマー 

スステテルルスス作作用用  疾患部位での分解 

疾患部位への集積 

粒径 

疾患部位への集積 

疾患部位への集積 

ターゲッティング性 薬効の持続性 


